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こ
ん
に
ち
は
、「
大
磯
景
観
応
援

団
」
で
す
。

　

今
回
は
、
大
磯
地
区
に
あ
る
お
寺

と
そ
の
景
観
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

【
大
運
寺
と
そ
の
参
道
】

　

大
磯
駅
か
ら
旧
木
下
家
別
邸
（
大

磯
駅
前
洋
館
）
の
前
を
通
っ
て
県
道

を
下
り
、
国
道
一
号
で
右
に
向
か
う

と
、
浄
土
宗
大
運
寺
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
沿
い
右
手
に
目
線
の
高
さ
か
ら

特
徴
的
な
急
勾
配
の
瓦
屋
根
が
見
え
、

参
道
を
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
遠
近

感
で
歩
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
奥
に
は
、
我
が
国
の
初
代
の
衆

議
院
議
長
中
島
信
行
・
湘
煙
夫
妻
の

墓
が
あ
り
、
明
治
中
頃
、
旧
中
郡
の

自
由
民
権
運
動
家
の
指
導
者
と
し
て

政
治
結
社
「
湘
南
社
」
で
自
由
、平
等
、

博
愛
、
民
権
の
活
動
を
行
い
、
共
に

師
と
あ
が
め
ら
れ
た
夫
妻
の
終
焉
の

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夫
人
は

女
性
の
地
位
向
上
へ
の
活
動
を
行
い
、

そ
の
思
想
は
山
河
と
な
り
多
く
の
女

性
の
心
に
波
動
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

境
内
の
静
け
さ
と
明
治
時
代
の
激

動
を
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
っ
た
故
に
、

凜
と
し
た
景
観
を
感
じ
取
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
大
磯
駅
か
ら
数
分
の

場
所
に
あ
っ
て
見
落
と
し
が
ち
な
歴

史
と
入
り
交
じ
っ
た
景
観
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
と
ら
え
、
現

在
、
大
磯
景
観
応
援
団
で
は
景
観
カ

ル
テ
の
作
成
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
景
観
と
歴
史
が

融
合
し
て
い
る
「
大
磯
ら
し
さ
」
が

さ
ら
に
育
ま
れ
る
期
待
が
あ
り
ま
す
。

　

青
葉
に
お
い
し
、
ぜ
ひ
湘
南
の
自

由
民
権
の
故
郷
を
そ
ヾ
ろ
歩
き
で
見

つ
け
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
場
所　

大
運
寺　

国
道
一
号
沿
い

（
景
観
応
援
団・柳
川
）

※
大
磯
景
観
応
援
団
と
は
、
大
磯
ら

し
さ
の
再
発
見
を
し
な
が
ら
、
景

観
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
普
及
啓

発
活
動
等
を
行
う
団
体
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
内
線
２
４
３

シ
リ
ー
ズ
連
載 

④

大
磯
景
観
応
援
団

「
大
磯
そ
ゞ
ろ
歩
き
」

旧
木
下
家
別
邸
と
は

　

大
磯
駅
前
に
所
在
し
、
別
荘
地
大

磯
に
残
る
数
少
な
い
洋
風
の
別
荘
建

築
で
す
。

　

特
徴
は
、
切
妻
造
ス
レ
ー
ト
葺
で

左
右
の
屋
根
上
に
ド
ー
マ
ー
窓
を
開

け
、
各
室
に
ベ
イ
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
設

け
て
い
ま
す
。
構
造
は
い
わ
ゆ
る
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
法
で
、
国
内
で
も

最
古
の
部
類
と
な
る
同
構
法
に
よ
る

建
築
遺
構
で
す
。

国
登
録
有
形
文
化
財
と
は

　

文
化
財
指
定
制
度
を
補
完
す
る
た

め
、
平
成
８
年
に
新
た
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
開
発
等
で
社
会
的
評
価
を

受
け
る
間
も
な
く
、
消
滅
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
大
量
の
文
化
財
建

造
物
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め

に
、
文
部
科
学
大
臣
が
文
化
財
登
録

原
簿
に
登
録
す
る
制
度
で
す
。
今
回

の
登
録
で
県
内
で
は
１
５
７
件（
87

箇
所
）と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
木
下
家
別
邸
は
、
大
磯
町
で

初
め
て
の
国
登
録
有
形
文
化
財
で

す
。
登
録
文
化
財
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
の

保
存
・
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

【
用
語
】

○
切
妻
造　

頂
部
か
ら
両
側
に
傾
斜

を
持
つ
屋
根
の
形
式
。
三
角
屋
根
。

○
ド
ー
マ
ー
窓　

屋
根
か
ら
突
き
出

す
小
さ
な
屋
根
を
有
す
る
採
光
用

の
窓
。

○
ベ
イ
ウ
イ
ン
ド
ウ　

台
形
に
張
出

し
た
出
窓
。

○
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
法　

正
式
に

は
木
造
枠
組
壁
構
法
。
壁
や
床
の

「
面
」で
建
物
を
支
え
る
箱
型
構
造
。

○
構
法　

建
築
の
材
料
・
部
品
の
構

成
方
法

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
内
線
３
２
３

　
大
正
元
年
に
建
築
さ
れ
、今
年
築
１
０
０
年
を
迎
え
る
と
考
え
ら
れ
る「
旧

木
下
家
別
邸
」
が
、平
成
24
年
２
月
23
日
に
、国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

▲登録プレート

旧
木
下
家
別
邸（
大
磯
駅
前
洋
館
）

国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）に
登
録

◀
大
運
寺
と
そ
の
参
道

　

町
で
は
、
耐
震
診
断
や
補
強
工
事

費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
建
築
物

・
戸
建
て
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
を
含
む
全
て
の
住
宅
。

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
も
の
。

▼
申
請
受
付
期
間

　

５
月
１
日（
火
）か
ら

（
診
断
は
12
月
ま
で
、
設
計
及
び
工
事

は
10
月
ま
で
の
受
付
に
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
内
線
２
４
２

補助の内容（戸建住宅の場合）

補助対象事業 補助率 補　助
上限額

受　付
予定数

A 耐震診断 3分の2 4万円 15件

B 耐震補強設計 2分の1 10万円 ６件

C 耐震補強工事 2分の1 50万円 ５件

D 耐震補強工事監理 2分の1 5万円 ５件

※戸建住宅以外は表の補助額と異なる場合があります。
※詳細は、お問い合わせください。

耐震診断
費用の

補助
  実施中！

耐震診断
費用の

補助
  実施中！

耐震診断
費用の
補助

  実施中！


